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第２回名護市総合交通ターミナル検討部会の報告

第３回 名護市中心市街地まちづくり推進協議会
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1．第２回名護市総合交通ターミナル検討部会の概要と報告内容
1-1．第２回名護市総合交通ターミナル検討部会の概要
■概要

・日時：令和６年１１月１２日（火） 10時～12時

・場所：名護市民会館中ホールおよびWEB

・議事
・名護市総合交通ターミナル検討部会委員の追加・変更について
・第２回名護市中心市街地まちづくり推進協議会の報告
・バスタプロジェクトについて
・第１回検討部会での主なご意見と対応方針について
・名護市総合交通ターミナル整備に関する関係者意見の整理について
・名護市総合交通ターミナルの整備方針（素案）について
・区域・施設配置の考え方について
・今後の進め方について

■会議の様子
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1．第２回名護市総合交通ターミナル検討部会の概要と報告内容
1-1．第２回名護市総合交通ターミナル検討部会の概要
■委員名簿

区分 所属等 氏名

有識者 琉球大学工学部 准教授 神谷 大介

東京大学大学院工学系研究科（工学部）教授 羽藤 英二

名桜大学 副学長 林 優子

名護市観光協会 理事長 前田 裕子

交通関係者 一般社団法人沖縄県ハイヤー・タクシー協会 専務理事 大城 直人

一般社団法人沖縄県バス協会 専務理事 慶田 佳春

一般社団法人 沖縄県レンタカー協会 会長 白石 武博

株式会社琉球バス交通 代表取締役 小川 吾吉

那覇バス株式会社 副社長 鹿毛 建造

沖縄バス株式会社 代表取締役 新川 幹雄

東陽バス株式会社 運輸部長 比嘉 良尚

合同会社やんばる急行バス 谷田貝 哲

株式会社北部観光バス 常務取締役 宮城 敦

株式会社丸金交通 代表取締役 運天 健

合資会社北部観光タクシー 代表 湖城 秀實

第一マリンサービス株式会社 代表取締役 小田 典史

区分 所属等 氏名

行政 沖縄県警察本部 交通部 交通規制課長 伊集 守隆

沖縄県名護警察署長 沖田 暢彦

沖縄総合事務局 運輸部 企画室長 亀谷 匡哉

沖縄総合事務局 開発建設部 企画調整官 関 信郎

沖縄総合事務局 北部国道事務所長 屋我 直樹

沖縄総合事務局 開発建設部 道路建設課長 具志堅 清一

沖縄総合事務局 開発建設部 建設産業・地方整備課長 久場 兼治

沖縄県 土木建築部 都市計画・モノレール課長 下地 英輝

沖縄県 北部土木事務所 技術総括 當眞 和彦

沖縄県 企画部 交通政策課 公共交通推進室長 佐久本 愉

沖縄県 北部農林水産振興センター 農業水産整備課長 兼次 孝彰

名護市 建設部長 岸本 啓史

事務局
名護市建設部まちなか再開発・公共交通課

内閣府沖縄総合事務局北部国道事務所調査課

（敬称略） （敬称略）
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1．第２回名護市総合交通ターミナル検討部会の概要と報告内容
1-2．第２回名護市総合交通ターミナル検討部会の報告内容
■名護市総合交通ターミナル整備に関する関係者意見の整理について
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■名護市総合交通ターミナルの整備方針（素案）について

1．第２回名護市総合交通ターミナル検討部会の概要と報告内容
1-2．第２回名護市総合交通ターミナル検討部会の報告内容
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1．第２回名護市総合交通ターミナル検討部会の概要と報告内容
1-2．第２回名護市総合交通ターミナル検討部会の報告内容
■名護市総合交通ターミナルの整備方針（素案）について
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■名護市総合交通ターミナルの整備方針（素案）について

1．第２回名護市総合交通ターミナル検討部会の概要と報告内容
1-2．第２回名護市総合交通ターミナル検討部会の報告内容



8

■区域・施設配置の考え方について

1．第２回名護市総合交通ターミナル検討部会の概要と報告内容
1-2．第２回名護市総合交通ターミナル検討部会の報告内容
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■区域・施設配置の考え方について

1．第２回名護市総合交通ターミナル検討部会の概要と報告内容
1-2．第２回名護市総合交通ターミナル検討部会の報告内容
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■区域・施設配置の考え方について

1．第２回名護市総合交通ターミナル検討部会の概要と報告内容
1-2．第２回名護市総合交通ターミナル検討部会の報告内容
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■区域・施設配置の考え方について

1．第２回名護市総合交通ターミナル検討部会の概要と報告内容
1-2．第２回名護市総合交通ターミナル検討部会の報告内容
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2．検討部会での意見交換内容

No. 意見内容

1.
 交通結節点の規模感や中心市街地とのつながり等、計画の全体像がまだ見えにくい。
 名護漁港周辺に特化するのではなくもう少しエリアを広げて考えることも有効である。一方で、イメージを伝えるため
の模型やパースを用いて、わかりやすく伝えていく必要がある。

2.
 名護市総合交通ターミナル検討部会は交通機能を中心に議論していく場であり、中心市街地のまちづくりに関しては名
護市中心市街地まちづくり推進協議会にて議論する。また、バス停の配置計画等については、名護市地域公共交通協議
会で議論すべき事案である。この３つの会議体が相互に連携してやっていくことができればよい。

3.  防災については、沖縄県として地域防災計画を定めており、観光客に対しては沖縄県観光危機管理基本計画や実施計画
を作り、外国人も含め情報提供や帰宅支援に関する対応を計画していく必要がある。

4.
 総合交通バスターミナルですべての高速バスから乗り換えてもらうという考えではなく、那覇方面から北部までレンタ
カーで長距離の運転をしたくないという方もいるため、交通手段の選択肢を増やし利用者の利便性を高めていくことが
重要である。

5.  本部港は、那覇港とは別にクルーズ船を誘致したいと考えている。現在、クルーズ船のバース整備が完了したため、今
後はターミナルビル建設（民間事業）を推進し、クルーズ客も北部地域で周遊ができるよう計画を進めたい。

6.  今後の予定として「オープンハウス」が計画されているが、公設市場等の中心市街地でも実施したほうがよい。

7.  特定車両停留施設として整備すると、バス営業所や修理場の機能をどうしていくかが課題となる。2024年問題により、
ドライバーの労働時間管理も厳しくなっている。

8.  本エリアは海抜が低く、高潮に対する対応も求められる。

9.

 施設配置に関して、名護市の経済活動を活性化させるために市街地側に交流機能を持たせるというのは理解できる。ホ
テルや中心市街地を起点とする回遊に基づいた空間設計やデザインのスタディが重要。

 国道58号の動線が複雑になってしまうため、公共交通の運用にも配慮し上下線に交通機能を割り付ける。
 国道上空を活用し、海と街をシームレスにつなぎ、防災機能も担保するデッキを整備する沖縄方式のバスタを目指すの
が良いのではないか。

■主なご意見 （1/２）
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2．検討部会での意見交換内容

No. 意見内容

10.
 能登地震では「のと里山空港」でボランティアの受け入れを実施しており、被災地内での渋滞を起こさせないように、
レンタカーからバスに乗り換えて移動していた。

 沖縄でも、先日の豪雨経験も踏まえつつ、海側には比較的土地があるので、北部地域の防災拠点として名護バスタを明
確に位置づけ、各市町村と連携ながら防災機能の充実もお願いしたい。

11.
 「漁港」という特徴もあるため、このキーワード・視点も入れたほうがよい。
 観光客が本島内をどう動いているか、名護市内をどう動いているか等、人の動き踏まえたうえで計画していくべきであ
る。例えば、観光客が美ら海水族館に行く場合、沖縄に来た当日に行くか、２、3 日目にいくのか等、行動パターンを
踏まえ議論を深めていくことが必要と考える。

■主なご意見 （2/2）
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3．次回に向けた検討内容
•第３回検討部会に向け、名護市総合交通ターミナルの整備方針やイメージ、区域・施設配置計画の検討を進める予定。
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